
第
八
条
第
二
項
の
表
東
京
入
国
管
理
局
の
項
中「
執
行
担
当

前
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
務

」
を

「
執
行
第
一
担
当

前
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
務
（
執
行
第
二
担

す
る
事
務
を
除
く
。）

執
行
第
二
担
当

前
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
仮
放

者
に
関
す
る
も
の

当
が
分
担

免
さ
れ
た

」
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
九
条
中
「
第
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
及
び
第
二
十
六
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
並
び
に
」
を
「
各
号
（
名
古
屋

入
国
管
理
局
及
び
大
阪
入
国
管
理
局
に
置
く
審
査
監
理
官
に
お
い
て
は
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
除
く
。）

及
び
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
名
古
屋
入
国
管
理
局
中
部
空
港
支
局
に
」
の
下
に
「
審
査
監
理
官
一
人
、」を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
九
十
六
人
」
を
「
九
十
九
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は

第
三
項
」
を
加
え
、「
別
記
様
式
第
一
号
」
を
「
文
部
科

学
大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
二
号
」
を
「
文
部

科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
号
」
を
「
文
部

科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
四
号
」
を
「
文
部

科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
三
条
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
承
認

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
五
号
」
を
「
文

部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
別
記
様
式
第
六
号
」
を
「
文
部
科
学
大
臣
が

別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
別
記
様
式
第
七
号
」
を
「
文
部
科
学

大
臣
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
七
号
ま
で
を
削

る
。

（
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
文
部
省
令

第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

採
択
し
た
教
科
用
図
書
の
発
行
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
と
な
つ
た
場
合
（
教
育
課
程
の
基
準
の
変
更

に
伴
い
採
択
し
た
教
科
用
図
書
の
発
行
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
除
く
。）
発
行
が
行

わ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
教
科
用
図
書
を
採
択
し

て
い
た
期
間

二

教
科
用
図
書
検
定
規
則
（
平
成
元
年
文
部
省
令

第
二
十
号
）第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
再
申
請（
同

条
に
規
定
す
る
検
定
審
査
不
合
格
の
決
定
の
通
知

に
係
る
申
請
図
書
に
つ
い
て
、
当
該
通
知
を
受
け

た
年
度
の
翌
年
度
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）に

よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
検
定
を
経
て
、
新
た
に
発

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
教
科
用
図
書
が
あ
る
場

合

当
該
再
申
請
が
行
わ
れ
た
年
度
に
採
択
さ
れ

た
教
科
用
図
書
を
採
択
し
て
い
た
期
間

三

採
択
地
区
が
設
定
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合

採

択
地
区
の
設
定
又
は
変
更
前
に
当
該
地
域
に
お
い

て
採
択
さ
れ
て
い
た
教
科
用
図
書
の
採
択
さ
れ
て

い
た
期
間

四

採
択
地
区
内
に
お
い
て
市
（
特
別
区
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）町
村
又
は
義
務
教
育
諸
学
校
（
公
立

の
義
務
教
育
諸
学
校
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）若
し
く
は
法
第
十
三
条
第
三
項
に
規

定
す
る
学
校
が
設
置
さ
れ
た
場
合

市
町
村
又
は

義
務
教
育
諸
学
校
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
学

校
の
設
置
前
に
当
該
市
町
村
又
は
義
務
教
育
諸
学

校
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
学
校
が
設
置
さ
れ

た
地
域
の
属
す
る
採
択
地
区
内
に
お
い
て
採
択
さ

れ
て
い
た
教
科
用
図
書
の
採
択
さ
れ
て
い
た
期
間

〇
法
務
省
令
第
四
十
六
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
入
国
管
理
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子

地
方
入
国
管
理
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
入
国
管
理
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
東
京
入
国
管
理
局
に
審
査
監
理
官
一
人
」
を「
東
京
入
国
管
理
局
に
審
査
監
理
官
二
人
」に
、「
八

人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
被
収
容
者
」
を
「
被
退
去
強
制
者
」
に
改
め
る
。

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
三
号

農
林
水
産
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
食

品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を

す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
七
年
九
月
三
十
日財

務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
口

俊
一

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

望
月

義
夫

食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る

法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を

示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式

を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
財

務

省
、
厚
生
労
働

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
省
、
省

令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
（
備
考
）
２
中「若

し
く
は
地
方
農
政
局
長

」

を「、
地
方
農
政
局
長
若
し
く
は
北
海
道
農
政
事
務
所
長

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
一
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

百
四
十
二
条
並
び
に
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の

無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令

第
十
四
号
）
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
教
科
用
図
書
検
定
規
則
及
び
義
務
教
育
諸
学
校
の

教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

教
科
用
図
書
検
定
規
則
及
び
義
務
教
育
諸
学
校
の

教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
教
科
用
図
書
検
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

教
科
用
図
書
検
定
規
則
（
平
成
元
年
文
部
省
令

第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

教
育
課
程
の
基
準
又
は
教
科
用
図
書
検
定
基
準

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
課
程
の
基
準
等
」

と
い
う
。）が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
検
定
を
経
た
図

書
の
発
行
者
（
当
該
変
更
に
係
る
種
目
の
図
書
を
現

に
発
行
す
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
後
に
お
い
て

も
引
き
続
き
当
該
種
目
の
図
書
を
発
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
変
更
の
内
容
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
特
に
必
要
が
な

い
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
種
目
の
図
書
に
つ
い
て
、

当
該
変
更
後
の
教
育
課
程
の
基
準
等
に
基
づ
く
検
定

の
申
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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